
 

 

○子供向けアンケート結果から 
「とてもあてはまる」「すこしあてはまる」という回答 
・設問①：79％  ・設問②：87％ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子供＞ 
 

① 家庭学習頑張り週間に、学年×10 分以上の家庭

学習に取り組むことができましたか。 

 

② 家庭学習頑張りカードを活用すること（３つの

約束、時間、家庭学習内容例等）で目当てをもっ

て家庭学習に取り組み、国語会、算数会に向けて

頑張ることはできましたか。 

 

 

＜保護者＞ 
 

① 子供は、家庭学習頑張り週間に進んで学年×10

分以上の家庭学習に取り組むことができまし

たか。 

 

② 家庭で、子供が家庭学習頑張りカードを活用

し、家庭学習を頑張ることができるよう、励ま

したり一緒に取り組んだりしましたか。 

 

１回目の、アクションプランのアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 
結果をまとめましたので、ご覧ください。 

令和８年８月 20日 

氷見市立窪小学校 
 アクションプランだより

アクションプラン１ 「家庭学習の充実・習慣化」 
＜達成目標＞ 

各学年の目標の家庭学習時間(学年×10分)を達成する子供が 80％以上 

 

＜１学期＞ 
とてもあてはまる …５・６日間 
すこしあてはまる …３・４日間 
あまりあてはまらない …１・２日間 
まったくあてはまらない …０日 

43% 36% 16% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46% 41% 9% 4%
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とてもあてはまる すこしあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

27% 44% 24% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもあてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

32% 38% 25% 5%
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 昨年度、学校と家庭が連携し、家庭でも学習する習慣を身に付け
られるように、年間を通して家庭学習頑張り週間に取り組んだ。実
施後、学校で一人一人が取組の成果や課題を振り返ったことが、よ
りよい学習習慣を身に付ける上で効果的であった。そのため、今年
度も引き続き家庭学習に力を入れることとした。 

 子供が学習に自信をもてるように、子供の学習の実態に合わせ
て、国語会、算数会の問題を吟味し、国語会、算数会に向けて、家
庭学習だけではなく、学校でもスモールステップで漢字や計算の小
テスト等に取り組む場を設けた。また、週間の意味や取り組み方等
を話し合い、一人一人が自分に合った目当てを立てたことで、学習
意欲を持続させることができた。 

また、望ましい学習習慣が分かる家庭学習カードや参考になる自
主学習ノートを紹介し共有したり、目標の時間をクリアした人数を
発表したりしたことも家庭学習を充実する上で効果的であった。子
供一人一人の家庭学習に対する意識や、家庭学習の習慣が少しずつ
定着してきたように思う。 
設問①の回答については、79％と目標には達していない。今後も、

家庭学習の取り組み方について、子供と話し合い、一人一人の学習
時間が増えるよう目標設定するなど工夫しながら取組を継続し、家
庭学習への意欲を高めていきたい。 

○保護者向けアンケート結果から 
「とてもあてはまる」「すこしあてはまる」という回答 
・設問①：70％  ・設問②：71％ 

 

 

 

 

 

 

 家庭学習頑張りカードの「３つの約束」「時間」「家庭学習内容
例」を土台として、望ましい家庭学習について話し合い、子供が
自分の課題を明らかにしたことで、一日のタイムスケジュールや
家庭学習週間の内容を自ら計画し、学習に取り組む姿がみられ
た。このように、学習の見通しをもつことで、自分の目当てに向
かって１週間継続して取り組むことができた。 

学校では、家庭学習頑張り週間中、毎日、家庭学習カードに目
を通し、一人一人に合った励ましのコメントやアドバイスを入れ
たり、達成状況の確認をしてシールを貼ったりし、子供の意欲を
持続させるよう努めた。また、子供の学習に取り組む様子を踏ま
え、毎回カードに保護者に向けたメッセージやお願いを発信した
ことも効果的であった。 

しかし、設問①については、子供の結果より、約 10ポイント低
い。子供はできていると感じていても、客観的には十分でないと
考えられる。設問②については、家庭学習の習慣化には、家庭の
協力が不可欠であるため、取組の周知を徹底したい。 
今後は、より家庭と連携した取組を継続することで、子供が自

信をもって家庭学習に取り組むことができたという思いをもち、
よりよい学習習慣を身に付けられるようにしたい。 
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○子供向けアンケート結果から 

「とてもあてはまる」「すこしあてはまる」という回答 

・設問① 85％  ・設問③ 82％   
 

 

 

 

 

 

 

 

○保護者向けアンケート結果から 

「とてもあてはまる」「すこしあてはまる」という回答 

・設問① 95％  ・設問② 83％  ・設問③ 95％ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子供＞ 
 

① 自分の目当てを意識しながら、相手からの挨拶

に返すことができましたか。 

 

② 挨拶を返すことができた相手の人にチェックを

入れましょう。いくつ選んでもよいです。  

 

③ 自分の目当てを意識しながら、自分から進んで

挨拶をすることができましたか。  

 

④ 進んで挨拶をすることができた相手の人にチェ

ックを入れましょう。いくつ選んでもよいです。  

 

＜保護者＞ 
 

① 家庭や地域において、子供は相手からの挨拶に

返すことができましたか。  

 

② 家庭や地域において、子供は自分から進んで挨

拶をすることができましたか。 

 

③ 普段から、地域や学校において、挨拶をするよう

に子供に話していますか。 

 

＜達成目標＞ 
自分から気持ちのよい挨拶をすることができる子供、挨拶を返すことができる子

供が 85％以上 

アクションプラン２  「豊かな心の育成」 
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設問①では 85％を達成することができ、挨拶を返すことが概ね

できていることが分かる。生活委員会が朝の挨拶運動を継続的に

行ったことや昼の放送でポイントを示して挨拶達人の紹介を行っ

たことが効果的だったと考える。また、「気持ちのよい挨拶」の手

本を示した動画を生活委員会で作成し、学級で視聴したことも挨

拶の実践につながったと考える。 

一方で、設問③では 85%を達成することができなかった。今後

は、「気持ちのよい挨拶」のポイントを意識することができる「あ

いさつカード」を活用したり、各学級の代表者だけでなく全校児童

が取り組む挨拶運動を設定したりすることで、目当てを意識して

進んで挨拶することができる子供を増やしていきたい。 

また、設問②、④から地域の人や先生への挨拶が少ないことが分

かる。地域の人と関わる機会の減少や誰にでも挨拶することへの

意識の低下が要因として考えられる。今後は、挨拶する対象を意識

できるように挨拶運動や「あいさつカード」を工夫することで、誰

にでも挨拶ができるようにしたい。また、交通安全指導とも関連さ

せて地域にも挨拶を広げることができるように指導していく必要

がある。 

設問①は 85%を超えており、家庭や地域において挨拶を返すこと

ができる子供は多いことが分かる。しかし、設問②は、他の設問に

比べて数値が低く、自分から進んで挨拶をすることに課題がみら

れる。設問③は 85%を超えており、挨拶の大切さを子供と共有して

いる家庭が多いことが分かる。 

今後は、学校での挨拶を推進する取組を家庭に周知したり、家庭

と連携した挨拶の取組を進めたりすることで、学校、家庭、地域の

どの場面においても進んで挨拶をすることができるようにした

い。 

 


